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研究成果の概要（和文）：外来化学療法患者24名（女性11名、中央値63.5歳、28～84歳）を対象に、1) 運動習慣の聴
取と運動習慣を行う上での情報のリソースについて調査し、2) 身体活動量の状況と身体活動量と関連要因について検
討した。運動習慣のあるものは8名（34%）であった。外来化学療法中の運動についての情報は66％が情報を得ていなか
った。情報を得ていたものリソースは全員医療者からのみであり、メディアや書籍等からはほとんど得ていなかった。
身体活動量と関連していたのは運動自己効力感と運動の恩恵であり、運動に対する自信や恩恵などプラス面が高い身体
活動量と関連していることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We investigated firstly whether 24 cancer patients (13 males, 11 females; median 
age 63.5 (28-84) y.o.) underwent outpatient chemotherapy had exercise habits and how they obtained the 
information on exercise. Secondly, we investigated the status of their daily physical activity and 
examined the related factors to the daily physical activity. As a result, eight patients (34%) had 
exercise habits. Two third obtained no information on exercise at all. One third obtained it from medical 
specialists. The information on exercise for cancer patients from the media, publications and website was 
not used. Higher exercise self-efficacy and benefits from exercise were related to higher daily physical 
activity.

研究分野：運動疫学

キーワード： 身体活動量　化学療法
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１．研究開始当初の背景 
 
 がんに対する積極的な運動効果は示され
つつあり、周術期や術後の運動については多
くのエビデンスが報告されてきている。一方、
退院後の運動の継続については国内外とも
にまだエビデンスの集積が不十分である。本
邦では、外来におけるリハビリテーションを
はじめとした運動は保険診療では算定でき
ない。結果として、多くのがん患者は運動に
対する十分な知識や場所を確保できないま
ま自宅での生活を過ごしている。 
 在宅では筋力トレーニングや自転車エル
ゴメーターなどの教室型の運動も重要であ
るが、時間や場所の制約、モチベーションの
維持の観点から十分に実施できていないこ
とが多い。このことから、在宅においては、
教室型の運動ではなく、日常生活における生
活活動から身体活動量を維持・向上させるこ
とが運動量の確保に重要と考えられる。 
 特にがん治療においては、化学療法やホル
モン療法をはじめとした侵襲の少ない治療
が中心となってきており、今後入院のみなら
ず外来での治療が多くなることが推測され
る。しかし、外来治療中のがん患者における
運動の実施状況やその関連要因は明らかに
なっていない。 
 
 
２．研究の目的 
 
1） 外来化学療法中のがん患者における運
動習慣を聴取し、運動習慣を行う上での
情報のリソースについて調査すること。
また、身体活動量の状況を調査し、身体
活動量とその関連要因について検討す
ること。 
 

2） 乳がん術後補助療法であるアロマター
ゼ阻害薬（Aromatase Inhibitor：AI）
服用中の乳がん患者の身体活動量と骨
強度指標の一つである骨代謝との関連
性を検討すること。 

 
 
３．研究の方法 
 
目的 1 
 対象者は、外来にて化学療法を実施してい
るがん患者 24 名（女性 11 名、中央値 63.5
歳、28〜84 歳、固形がん 15 名、悪性リンパ
腫 9名）であった。測定項目は、現在の運動
習慣について聴取したのち、運動に関する情
報をどのように得ているかを聴取し、医療者
側の提供状況を調査した。 
 続 いて、日本語版 Baecke Physical 
Activity Questionnaire（BPAQ）で外来化学
療法患者の身体活動量を調査し、握力、歩行
速度、運動自己効力感、意思決定バランス（2
つの下位尺度：運動の恩恵、運動の負荷）、

運動環境、運動サポートとの関係を調査した。
身体活動量と関連要因については、単変量回
帰分析を行ったのち、性・年齢を強制投入し
た重回帰分析を行い、p<0.05 を有意とした。 
 
目的 2 
 対象者は術後ホルモン療法として AI を服
用している閉経後乳がん患者 28 名（年齢中
央値 66 歳、52歳〜84 歳）とした。骨代謝の
評価として骨形成マーカーには P1NP を、骨
吸収マーカーには TRACP-5b を用いた。身体
活動量の評価には加速度計（Lifecorder EX 4
秒版, スズケン社製）を用いた。身体活動量
は加速度計が反応する活動強度 0〜0.5 を
Sedentary Time（ST）、1〜3 を Light Physical 
Activity（LPA）、4〜6 を Moderate Physical 
Activity（MPA）、7〜10 を Vigorous Physical 
Activity（VPA）に分類し、LPA、MPA、VPA の
合計を Total Physical Activity（TPA）とし
た。身体活動の強度別に重回帰モデルを作成
し骨代謝マーカーを目的変数、強度別身体活
動時間を説明変数とし、骨指標関連因子、AI
の服用期間を調整因子に加えた重回帰分析
を行い、p<0.05 を有意とした。 
 
 
４．研究成果 
 
目的 1 
 運動習慣のあるものは 8 名（34%）であっ
た。対象者のうち、運動に関する情報を得て
いないものは 65.2％であり、運動に関する情
報を得ていたものは34.8％であった（図1）。
情報を得たものは全員医療者から情報を得
ていた。一方で、書籍やテレビ、がんセンタ
ーの情報といった情報ツールから情報を得
ていたものは 4.4〜8.7％であった。また、対
象者は全員、医療者から化学療法治療中に運
動を控えるようには言われていなかった。外
来化学療法中の運動についての情報リソー
スに関しては、2/3 の患者が情報を得ていな
かった。得ていたものは医療者からのみであ
り、メディアや書籍等からはほとんど得てい
なことが明らかとなった。 
 BPAQ とその他の変数の平均値と標準偏差
を表 1に示し、BPAQ とその他の変数との関係
を表 2 に示した。単変量回帰分析において
BPAQ と関連していたのは運動自己効力感（β
=0.20, p<0.01）と運動の恩恵（β=0.13, 
p<0.01）であった。この関係は年齢と性別で
調整したのちも同じであった（β=0.18, 
p=0.02, β=0.13, p<0.01）。身体活動量と関
係する要因としては運動に対する自信や恩
恵などプラス面が関連していることが明ら
かとなった。 
 
目的 2 
 重回帰分析の結果より、骨指標関連因子、
AI の服用期間と独立して骨代謝マーカーと
関連が見られたのは ST、LPA、TPA であった。
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表 1. 対象者の特性（目的 1） 

測定変数 平均値 ± 標準偏差 

BPAQ 
 

6.8 ± 1.5 
運動自己効力感 11.0 ± 4.2 
意思決定バランス     
  運動の恩恵 

 
34.4 ± 5.6 

  運動の負荷 
 

21.1 ± 6.4 

運動環境 
 

16.3 ± 4.2 

運動ソーシャルサポート 2.9 ± 1.0 
歩行速度 m/sec 1.1 ± 0.3 
握力 kg 25.9 ± 8.7 
BPAQ: Baecke Physical Activity 
Questionnaire 
 
 
表 2. 身体活動量と関連要因：回帰分析 

測定変数 
単変量 多変量 

β p 値 β p 値 

握力 0.04 0.35 0.15 <0.01 
歩行速度 1.63 0.21 1.15 0.40 
運動自己効力感 0.20 <0.01 0.18 0.02 
意思決定バラン
ス 

    

  運動の恩恵 0.13 <0.01 0.13 <0.01 
  運動の負荷 -0.05 0.21 -0.03 0.43 
運動環境 0.05 0.39 0.07 0.29 
運動サポート 0.32 0.22 0.26 0.32 
 
 


